
 

国土強靱化 民間の取組事例 011   初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 02 役割やルールを決める 

011 大槌の老人ホーム 民間ヘリと災害協定 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

社会福祉法人堤福祉会 
【平成 27年】 

9400005004393 サプライ関連事業者 
【医療，福祉】 

岩手県 

 岩手県大槌町の特別養護老人ホーム「らふたぁヒルズ」(社会福祉法人堤福祉会)は、まちを見下ろ

す高台に位置し、東日本大震災では、幹線道路が寸断され孤立した。このため、敷地内にヘリポー

トを整備し、特定非営利活動法人市民航空災害支援センターとの災害支援に関する協定を締結した。 

 協定は、要請することのできない状況でも災害時市民航空災害支援センターの判断で、ヘリコプタ

ーによる人物や物資の搬送、情報収集等自主的に支援するというものであり、陸路で 2 時間かかる

ところを30分に短縮できる。 

 今まで数回の飛行体験を含めた防災訓練を実施し、基本的なヘリコプターの乗り方や、車いす・携

帯用酸素ボンベ等の使用方法、ヘリの危険性や有効性への理解の醸成、更なる活用に向けた検討を

実施した。なお、平成 27年には、民間ヘリコプターにて、マーシャラー  航空誘導員）の誘導によ

り、同老人ホームの入居者がヘリコプターに乗り降りする防災訓練を 4度にわたり行っている。 

 

 

 


